
第パ十一奉第四號

資本主義経済の発展段階……………堀　江　英　一

創造的世界経済学の世界史的基礎（二）

　　　　　………………………石　川　興　二

日本におけるメキシコドノレの流入とその功罪（二）

　　　　　………………’”……小野一一郎

技術革新と生産規模・………………・・山　　田　　保

昭和三十三年四月

京富β大學繧濟學倉



／／

京

都
大
学
経
済
学
会
規
則

第
一
条
　
本
会
を
京
都
大
学
経
済
学
会
と
称
す
る

第
二
条
　
本
会
は
左
の
会
員
を
も
つ
て
組
織
す
る

　
　
θ
正

会
員

第
五
条

第
六
条

　
　
一
、二　　　条条（⇒内（ロ）

’　　　　　　　　名賛学
一別一機本本るの特頒前誉助生
経号経関会会　者別布条会会会
済を済雑はの　ものをの員員員
学発論誌左事　本場受ほ
研行叢一の務　会合けか京本京
究すL経事所　員にる所都会都
叢るは済業は　に限個定大の大
書こ毎論を京　準り人の学事学
L と月叢行都　ず前お会法業経
をが一Lう大　る二よ費学を済
発あ回を学取条びを部賛学
行る発発経扱に団納教助部
す行行済い定体め授す学
るすす学をめはて’る生
」　るる
と　　、こ

　但と
　　し

　臨
　時
　特

部
内

に
置
く

すら購一助者
るれ読経教
こた会済援
と会員論’
が員と叢講
で以すL師
き外るの

京
都
大
学
経
済
学
部
教
授
、
助
教
授
、
講
師

助
手
お
よ
び
同
学
部
出
身
者

　
　
　
叫
経

　

　
　
手
　
　
　
助

　
　
　
　
　
　
　

授
　
　
　
援

一三
、
毎
月
一
回
学
術
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と

四
、
毎
年
一
回
公
開
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と

第
七
条
　
（
略
）

第
八
条
　
（
略
）

第
九
条
　
会
員
に
は
雑
誌
を
配
布
す
る
、
但
し
臨
時
特
別
号
は
こ

　
　
　
　
の
限
り
で
は
な
い

第
十
条
　
会
員
は
左
の
会
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
ω
正

会
員
年
額
　
八
百
円

　
　

㈲
学
生
会
員
年
額
　
八
百
円

　
　
内
賛
助
会
員
　
年
額
　
壱
万
円
以
上

　
　
⇔
購
読
・
会
員
　
年
額
　
八
百
円

第
十
一
条
　
本
会
規
則
の
改
正
変
．
更
お
よ
び
財
産
の
．
処
分
は
評
議

　
　
　
　
　
員
会
の
決
議
に
よ
る

　
”
順
日
，
、
ノ
」
．
．
レ
ニ
ド
γ
r
．
’
ノ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
り
膓
イ
　
’
・
、
　
’
F
〆
　
r
」
㌦
　
て
’
f
　
≒
二
　
4
♪
云

一一

第
八
十

一
巻
　
第
一
号

一

月
一
日
発
行

定

価
　
八
〇
円

中
小
企
業
の
生
産
性
と
賃
金
：
　
…
…
…
…
…
…
田
杉
　
　
競

「
急
速
税
務
減
価
償

却
」
の
生
成
と
本
質
…
…
…
高
寺
貞
男

経
営
管
理

と
権
限
理
諭
…
…
…
・
・
…
…
・
…
…
…
飯
野
春
樹

フ

ラ
ン
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度
・
・

－
梅
津
和
郎

…次
㎝

第
八

十
一
巻
　
第
二
号

二

月
↓
日
発
行

定

価
　
八
〇
門

創
造

的
世
界
経
済
学
の
世
界
史
的
基
礎
O
－
・
…
石
川
興
二

…目
…

　
　
　

海
運
市
場
構
造
・
・

…刊
「
価
値
と
価
格
（
承
前
）
…

…既
…

「
急
速
税
務
減
価
償
却
」
の

経
済
構
造
に

及
ぼ

す
影
響
：

…
…
佐
波
宣
平

－
木
原
正
雄

一

…
・
…
・
高
寺
貞
男

第
八

十

一
巻
　
第
三
号

日
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル

　
　
　
　
の
流
入
と
そ
の
功
罪
O
：

三

月

定
価

八
　　日

グへ　

L－‘ 発

円行

小
野
二
郎

’
：
・
｛

口
　　了

ア

メ

リ

カ

の

証
券
金
融

亘

き
春

さ

コ

恒鎌
ξ1倉

昇

川
策

窒
川
　
藁



記

事

　
　
　
　
　
　
経
　
済
　
学
　
部

○

中
谷
　
実
教
授
は
、
日
米
指
導
者
交
流
に
よ
る
招
肋
を
受
け
て
、
米

　
口

な
ら
び
に
欧
州
に
お
け
る
金
融
制
度
の
調
査
研
究
の
た
め
、
三
月

　
二
十
五
日
羽
田
空
港
を
出
発
渡
米
、
の
ち
欧
州
を
経
て
、
七
月
二
十

　
五
日
帰
学
の
予
定
で
あ
る
。

○
静
田
　
均
教
援
、
豊
崎
　
稔
教
授
は
、
日
本
生
産
性
本
部
米
国
経
済

　
専
門
視
察
団
々
員
と
し
て
、
米
国
内
の
経
済
事
情
の
研
究
調
査
の
た

　

め
、
三
月
二
十
五
日
羽
田
空
港
を
出
発
渡
米
、
五
月
六
日
帰
学
の
予

　
定
で
あ
る
。

第

八

十
一
巻
　
二
六
八
　
　
第
四
号
　
　
六
六

執

筆

老

紹

介
（
掲
栽
順
）

ll｜　ノ」・・　不了　坊［1

　　　野
　　　　　　川江田

保

興英

郎　一

京
都
大
学
教
授

京
都
大
学
名
誉
教
授

京
都
大
学
助
教
授

京
都
大
学
大
学
院
学
生

　
　
　
正

　
誤
　
表

「
日
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル
の
流
入
と
そ
の
．
功
罪
日
」
中

　
（
第
八
一
巻
第
三
号
）

げ
t
・
．
．
1

丁
メ
　
　
Z

q
“
糺
’
　
↓
、
一
「
ー

　
了
〉
」
口
」
／
フ
ー
［

五

頁
九
行
日

十

二
頁

十
四

行
日

十
七
頁
四
’
力
n

　　　　　　　　　　　一　
一

　　　　　　　　　一　
一　

　　　　　　　　　・　　　　　　　一　　　　　一　
．

　　　　一　
　

　　　一一

　
　
誤

オ

プ

テ

マ

ム

南

米
両
ア
メ
リ
カ

　
　
　
　
　
ち
　
　
　
し
　
　
　
ト

た

ん

に

外

国
金
銀
貨

の

→
定

而
量
を

A
・
ハ
ミ
ル
ル
ト
ソ

　

正

　
　
　
む

オ

ブ

テ

ィ
マ
ム

　
　

南

北
両
ア

メ
リ
カ

　
　
　
　
　
シ
　
　
ト
　
　
シ

た

ん

に

外
国
金
銀
貨

　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
り

の

一
定
重
量
な
い
し

　
単
位
を

A
°
ハ
ミ
吻
ト
ン



昭
和
三
十
三
年
度

　

京
都
大
学
経
済
学
会
大
会

第
［
日
五
月
三
十
日

公

開
講
演
会

第
二
日
五
月
三
十
一
日

研

究

会

員

懇報
告

会

ー
カ
．
∩
〉

（金
）

（土
）

親
　
ム
試
　
　
（
同
日
夜
）

※

詳
細

は

確

定
次
第
御
通
知
申
上
げ
ま
す
。

ム
誤

　
員
．

各
位
へ

三
三

眞
‘こ

左

あ
て

納
入

P

さ

る

ξ
　　う

　オ5

　麟

　　　　　

　　　　‖

メメ

　
、
、
『
；
＼
　
　
｝

ノ
．
’
，
．
3
X
　
！
”
ノ

　
京
都
市
左
京
区
百
川
本
旬

　
　
　
京
都
大
学
経
済
学
部
内

　

　

　

　

京
都
大
学
経
済
学
会

　

　

　

　

　

　

振
替
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

一

、
A
孫
費
年
額
八
〇
〇
円
（
前
納
）

一

、
会
員
各
位
の
本
籍
、
現
住
所
、
氏
名
、
山
身
n
校
名
、
卒

　

業
年
次
、
就
職
先
を
学
会
ま
で
御
通
知
下
さ
い
。

※

　
会
員
外
の
雑
誌
購
入
は
有
斐
閣
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

一
　　　　　　　　，一　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　一一　　　・　　．　「　一　一　　　　一

－　 T　 －　
一

　　　　ぼ　お　　　　

経済学文献季報
QUARTERLY　BIB∫、mGRAHIY∫）F　EmN（）Mτ℃s

　　　〔採録雑言志数〕　　（32．2　現イリ

日本文献545種　欧米文献213種

中国文献　17種　ソヴェト文献29種

　　　　　　〔既　　刊〕

　　　1．1956　1－345011］
　　　2．　1956　　4－　6　520ド」

　　　3．　1956　　7－　9　480｝『

　　　5．　1956　10一ユ2　480｝lj

　　　5．1957　1－3550ド］
　　　6．　1957　　4－　6　5501『

　　　7．　1957　　7－　9　550円

　　　8．195710－12近刊

京都閣斐有東京

　　　　　　　　　　昭昭
　　　　　　　　　　和和

　　　　　　　　　　十十

　　　　　　　　　　年年
　　　　　　　　　　四三
　　　　　　　　　　戊］月
　　発・発　印発編＿十
　　売行　刷篠。晋
　　所　　所京　　所京人兼
　　　　　　　　　　　　　　　　　都　響
　　　　京市　中裏簾　行刷京本株

竃荒馳閣藷会　治社　門　円



璽¢モ斑一墾on釦

（THE　ECONO〃llC　REVIEW、

〆．
　　　Vo1．81，　No．4 Apr．，1958

CONTIi】NTS

Stages　of　Development　of　Capitalism・…・……・…………Eゴio万正10R∫E

AView　of　World　History　as　the　Foundation　of

　an　Economics　based　upon　the　Principle

　　of　Wold－Creation（2）…・………・…一…・…・……Ko∬五∫正〃頁．4肌4

TIle　InHow　of　the　Mexican　Dol］ar　into

　　Japan　and　its　In且uences（2）・…　…・…・・・…　……　…・…　Kα2zLi（カiγ001VO

Technical　Innovation　and

　　Scales　of　Production　…………　…………………　花？ηorsz4　M1レf／1Z）ノ4

　　　　　　　　　　　Published

　　　　　　　　　　　　　　by

KYOTO　DAIGAKU　KEIZAIGAKU・KAI
　（KYoTo　UNIvERslTY　EcoNoMlc　SoclETY）


	text_0001
	text_0002
	text_0003
	text_0004
	text_0005

